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チームT研について

• 香川大学の高木研究室のメンバーで
構成されたチーム

• ソフトウェア工学を専攻

• 具体的なシステムに対してのテスト
の流れや着目点を知りたい
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コンセプト

エラーを見つける

主要な機能が止まらないことを
重視する

テストの充分性を示すこと

用途にあったテスト技法を利用



テストすべき主要な機能 = リスクが高い部分

ステークホルダーごとに影響度を考えること

複数のユーザーシナリオ、テスト観点から考える

エラーの発生確率

エラーの影響度

ソフトウェアのリスク

ユーザーシナリオによって変化
テスト観点によって変化

ステークホルダーによって変化
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手順について

1. ユーザーストーリー分析を行う

2. 各遷移と状態の確率を考える

3. テスト観点とそこから起こりうるエラーの種類を考える

4. 各観点とステークホルダーの関係性を考える

5. 遷移確率とエラーの影響度から優先順位を考える

6. テストを詳細化する



1.ユーザーストーリー分析を行う

シナリオ１：
シナリオ 2  ：
シナリオ3  :

・
・
・

シナリオを複数考えた結果



2. 各遷移と状態の確率を考える

0.3

0.7
1のユーザーストーリー分析の結果から考える

例：スタート画面からは、「新規登録」動作と「ロ
グイン」動作があるが、ユーザーストリー分析の結

果から7:3で、ログインになる

全ての遷移確率を考えることで状態の確率を求める



3. テスト観点とそこから起こりうるエラーを考える

シーケンス図 状態遷移図

テスト観点



4.各観点とステークホルダーの関係性を考える

テスト観点の抜粋

テスト観点とステークホルダーと影響度の組み合わせ

ステークホルダーによってエラーの影響度は異なる

ステークホルダー
ごとに影響度を

考える



5. テストの優先順位を考える

テスト
No

確認
画面

確認項目 テスト観点 テスト内容 予想結果 カバレッジ 優先度(全体) 優先度(利用者) 優先度(エンジニア) 優先度(経営者)

ステークホルダーごとに優
先度を決定する



5. テストの優先順位を考える

テスト
No

確認
画面

確認項目 テスト観点 テスト内容 予想結果 カバレッジ 優先度(全体) 優先度(利用者) 優先度(エンジニア) 優先度(経営者)

各ステークホルダーの重要度
が高い部分を逃さないように
全体の優先度を決定する



6. テストをより詳細化する

優先順位が高い部分
様々な使い方をしてもエラーが起きないようにする
粒度を細かく考える

優先順位が低い部分
仕様書の手順通りに行うとエラーが起きないようにする
エラーが起きても主要な機能に影響を及ぼさないように
する
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テスト経験がなかったこと

実際のテスト経験がない

・経験ベースのテスト技法は困難

・テストの流れもわからない（１つ１つの手法は理解）

・テストが使える形にする（画面遷移図などでそれぞれの動

作を表現できるようにする）

・テスト技法を利用してパターン化する

背景

状況

対応策



多面的に物事を考えること

開発経験も少ない

・使うユーザーの立場から物事を判断

・開発者側からの判断が難しい

・ユーザーストーリーを考える

・複数の図を利用することで別の観点から判別

背景

状況

対応策
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